
 カセットこんろによる住宅火災では、鍋などからはみ出した炎が着衣に着
火したり、不適切な使用によるボンベの爆発等により火災となり、死者や負
傷者が発生しています。次のことに注意して安全に使用しましょう。 

■ カセットこんろの周囲には、燃えやすいものを置かない 

 → 整理整頓されていない居室での使用による火災が多発 

■ カセットボンベを暖房器具の前や 

  高温になる場所に置かない 

■ カセットこんろ全体をおおうよう 

  な大きな調理器具は使用しない 

 → ボンベが高温になり爆発の原因に 

■ ＩＨクッキングヒーターやガスこんろの 

  上にカセットこんろを置かない 

 → 誤って下のこんろのスイッチを入れて 

   爆発する事故が発生 

◆ 調理中にこんろから離れない 

◆ こんろの周りに燃えやすいものを置かない 

◆ 換気扇や壁、魚グリル等は定期的に掃除する 

◆ こんろの上や奥にあるものを取るときは、火を消す 

◆ 安全機能付きのこんろを使用する 

 → 現在製造されている家庭用のガスこんろは、全てSiセンサーこんろです。   

  （全口に調理油過熱防止装置、立ち消え安全装置、こんろ・グリル消し 

         忘れ消火機能がついているガスこんろです。） 

× 

× 

× 

令和2年１０月発行 

問合せ先 東京消防庁防災安全課 電話番号０３－３２１２－２１１１ 内線４１９６ 

  毎年、住宅火災の出火

原因の中で一番多いもの

は「こんろ」です。 

 次のページで、こんろ

火災の発生状況をご覧く

ださい。 

ＳＴＯＰ！住宅防火シリーズ④       火災から命を守ろう 

出火原因別の住宅火災件数(平成22年～令和元年) 
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。 

 令和元年のこんろによる住
宅火災の約４割が、火をつけ
たまま放置する、つけたこと
を忘れることで発生していま
す。 

こんろ火災発生状況 

(令和元年 住宅火災) 

n=344 

過去３年（平成29年～令和元年）の出火原因別死者数及び 

こんろ火災による死者の内訳  
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＜奏功事例１＞ 

 住宅の居住者（男性・６０代）が、台所で鍋に火をかけ
たまま、別の部屋で寝込んでしまったため、鍋が過熱され
続け、鍋の食材とこんろの周囲の可燃物に着火し火災とな
りました。台所に設置された住宅用火災警報器が火災を感
知し、鳴動したため、居住者は１１９番通報と初期消火を
行い火災の延焼を防ぎました。 

n=10 

 過去３年間のこんろによる住

宅火災の死者は、着衣に着火し

たことによるものが約半数を占

めています。 

(平成29年～令和元年)

＜奏功事例２＞ 

 共同住宅の居住者（男性・６０代）が、鍋を火にかけたまま就寝してし
まったことにより、鍋が過熱され続け空焚き状態になり、発生した煙を住宅
用火災警報器が感知しました。隣に住んでいる住人が、住宅用火災警報器の
鳴動音と換気扇の排気口から煙が出ているのを見つけ、自身の携帯電話で１
１９番通報し、火災を未然に防ぎました。  
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◆調理中は、マフラー・ストールな      
どは外し、すそや袖が広がっている
服を着ている時は、特に炎に接しな
いように注意しましょう。 

◆こんろの周りは、整理整頓をしま
しょう。 

◆鍋等の底から炎がはみ出さないよ
う、適切な火力に調整しましょう。 


